
　1986年（昭和61年）創業の㈱エク
ミス（東京台東区）は、創業40周年の
節目を迎えた。これに伴い山田悟代表
取締役が取締役会長に、山田淳司常
務取締役が代表取締役社長に就任。
新体制発足を報告するとともに、関係
者や社員へ感謝を伝える『感謝の会』
を8月12日、上野精養軒で開催した。
当日は業界取引先関係者、同社スタッ
フら約100名が出席し、盛大に40周年
を祝った。
　冒頭、取締役会長に就任した山田悟
氏が挨拶に立ち「我が社はお陰様で創
業以来、順調に売り上げを伸ばして参
りました。この度、創業40周年という分
岐点に立ち、社長交代の時期として相
応しい時を迎えました。今後は取締役
会長としてサポートして参ります。」と、社
長交代への想いを語った。さらに、「近

年は若手が育ち、エクミスも良い意味で
変わってきたと思います。昨今成長著し
いITも積極的に取り入れながら、チャッ
トGPTやAIを駆使し、社員同士協力し
ながら業績を伸ばしていることを実感し
ております。」と、若手の成長などにも言
及。そして創業以来取り組んできたジュ
エリー・リモデル事業については「リモ
デルの会社として先陣を切ったと自負
する船出は、時代の先を行き過ぎ当初

から順風満帆とは行きません
でしたが、ようやく時代が我が
社に追いついて来たように思
います。」と40年を振り返っ
た。その上で「これから先は新
社長のもと、さらに進化してい
くものと信じております。今日こ
の日お集まり頂きました方々
の前で気持ちを新たに、エクミ
ス第二章の始まりを宣言した
いと思います。」と、今後への期

待を込めて挨拶を締めくくった。
　続いて新社長の山田淳司氏が挨
拶。「今まで見ていた会社の景色が
違って見えてきました。味わったことの
ない感触の重みを肩に感じますが、こ
れから自分のすべてをエクミスに捧げ
ていく所存です。」と、決意を表明した。
また、「仕事を通してスタッフの皆様と
幸せを共感できるよう邁進して参りま
す。今年も売り上げ目標を必達し、新し

い要素をいっぱい含んだこれからを勢
い良く駆け抜けて参ります。」と力強く
抱負を述べ、関係者に対して「今後とも
引き続きご支援ご協力の程よろしくお
願い致します。」と呼び掛けた。
　その後は、関係者から祝辞が寄せら
れ、エクミス山田悟氏の40年の歩みに
まつわる数々の逸話が披露され、宴に
華を添えた。
　『感謝の会』は、山田悟、幸子夫妻が
「お集まり頂いた方々に楽しんでもらい
たい」との想いから、エクミスの40年の
歩みをまとめたビデオを上映。さらに山
田悟氏の40年の歩みにちなんだクイズ
ゲームや余興などが盛り込まれ、随所
に趣向を凝らしたアットホームな内容
となった。
　会場は、終始和やかな雰囲気に包ま
れ、出席者が互いに40周年を祝いな
がら、エクミスの新体制と「第二章」の
新たな船出に期待を寄せた。

　世界のダイヤモンド原石の生
産は今後減少すると予想されて
おり、中長期的に見れば供給環
境はむしろ引き締まっていく可能
性がある。
　ナチュラルダイヤモンドの需要
の再建においてマーケティング
は、次世代につなぐ生命線であ
り、合成ダイヤモンドと明確に区
別することが鍵となっている。
　合成ダイヤモンドは、米国市場
で7割を占めるという情報がある

一方で、Z世代においてナチュラ
ルダイヤモンドを購入する動き
や、贈答品として選ぶ傾向も見ら
れている。さらに、将来的にナチュ
ラルダイヤモンドを購入したいと
するZ世代が51％に達するとの
調査もある。
　つまり若者のダイヤモンドを
欲しいと思う理由、買いたいと思
うタイミング、そして選びたいと思
うデザインが変わってきているの
である。

　米国市場では、ナチュラルダイヤモン
ド需要の75％が、ギフトやセルフ購入
などの非ブライダル需要で占められ、婚
約・結婚に伴うブライダル需要は25％
だという。
　日本市場で、ブライダル市場を重視
すること自体は間違っていないが、減
少する「結婚」に対して、需要を広げる
ことはできないのである。
　大切なのは、ダイヤモンドを人生の
節目だけではなく、「自分のために持つ
価値」「自分らしさを表現する価値」

「大切な人に贈る価値」へと、その意味
を広げていくことだろう。
　消費者は『自分の美的嗜好に合う
唯一無二のダイヤモンド』を求めてお
り、次世代になればなるほどその傾向
は強い。
　ダイヤモンド市場の未来を決めるの
は、原石の生産量だけではない。「この
ダイヤモンドを持ちたい」と思わせる理
由を、業界がどれだけ新しく提示でき
るか。そこに、ナチュラルダイヤモンドの
未来がかかっている。

　ジャパンジュエリー
フェアに海外からの団体
による新しい顔ぶれの
来場がいくつかあると聞
かれた。

　その一つがメキシコ。アメリカとの自
動車産業を中心としたサプライチェー
ン強化や他国との貿易関係、日本との
安定した製造業連携を背景に、メキシ
コ経済は中長期的に堅調な成長を続
けている。
　総勢17名によるメキシコからの団体
は、日本の宝石・ジュエリー関連施設
の視察や業界の現場の様子などへの
理解を深めることを目的に来日した。期
間は5日間。ミキモトの真珠島をはじ
め、東京・御徒町にある日本最大級の
宝飾専門街ジュエリータウンおかちま
ちなどを見学した。テーマは「日本の宝
石・ジュエリー業界による、日本的生産
システム研修」となっていた。
　メキシコの中間所得の実質所得は、
JETROの2025レポートによると約
10％伸び、購買力が向上している。
　日本の宝石・ジュエリー業界は、精
密な加工技術と一貫した品質管理を

重視し、顧客の信頼を
積み重ねる経営方針
に定評があると海外な
どで知られており、近
年購買力が向上しつつ
あるメキシコの中間所
得層を中心とする安心
感や確実性を求める消
費者に日本のジュエ
リー産業が評価された
ことで、今回の日本で
の研修旅行が実行さ
れた。また、メキシコの
宝石・ジュエリー店舗
経営者の間でも日本の

宝石・ジュエリー業界の現場を訪問し、
日本における関連施設の活動や運営
の様子を見学したいと関心が高まって
いるとのことだった。

　これまで日本の宝飾産業は、イタリ
アやフランスなどのジュエリーを追い
求めてきたが、これからは追われる立
場でもある。それらを受け入れる態勢
を整えることによるビジネスチャンスも
必要だが、ただ受け入れているだけで
は、そのうち抜かれてしまう。また、海外
にただ出ているだけではなく、自分たち
の強みや日本のジュエリーとはなにか
を自分たちで確立することが先決であ
る。海外から認められていることは伸ば
すべきことだから。
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㈱エクミス「創業40周年感謝の会」を開催
山田悟氏が取締役会長に、山田淳司氏が代表取締役社長に就任
「エクミス第二章」の新たな船出
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